動物使用（動物作成）実験計画書
	使用する動物種の名称及び実験分類(二種省令3条、研究開発二種告示別表第二)並びにそれに係る組換え生物等又は組換え細胞等の名称：

	使用動物種

(実験分類)
	
	組換え生物等又は細胞等
	

	上記動物種が哺乳動物の病原体となる場合は当該組換え動物等の病原性に関する情報(二種省令5条3号ニ)


	譲り受け
	譲り受けの都度、所定の手続きで本学安全委員会に報告する。

	作             成　実　験
	導入等段階
	卵　　　　　胚　　　　胎仔　　　　成体　　　　　　　
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	導入核酸を構成する供与核酸の名称と核酸供与体の実験分類


	
	導入する核酸、移植する細胞等の詳細な情報（供与核酸による感染受容体の発現等二種省令別表第一3号ロ）



	
	導入方法



	執るべき拡散防止措置のレベルとその根拠(二種省令3条,4条,5条、研究開発二種告示別表第二)

□P1A　　　　□P2A



	大臣確認の要・不要とその根拠(法13条、二種省令4条,5条,別表第一、研究開発二種告示別表第二)

□要　　　　□不要




拡散防止措置の内容 （実験実施にあたり、拡散防止のために計画している具体的な措置）

レベル　　　　　　　　　　　　

	拡散防止措置
	動物個体の飼育・管理方法（逃亡防止設備、組換え生物等の不活化等の方法・識別方法、数の管理等）


	
	実験処置等の際の拡散防止措置（逃亡防止設備、実験の過程での運搬方法等）


	
	実験終了後の処置（保管の有無、組換え生物等の不活化の方法等）




